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○江尻窪地区の橋が、15号台風により橋脚が洗われ危険な状況である。至急対応をお願いする。 

○空き家にある楠は、倒木の危険があるため持ち主の電話番号を役場へ尋ねたところ、個人情報により

教えることはできないとのこと。どうしたら良いか。 

○福原・梨子・古長谷・矢細工地区、台風15号により水道水源地、貯水槽、水道管が多大な被害を被

った。これら水道施設の改修を要望する。 

○行政の光回線が、曙コミュニケーション施設まで来ている。地区住民も利用できないか。 

○町営住宅は、ウィークリーマンションのように短い期間での利用はできないものか。 

その他のご意見・ご要望 

　　　　　　　　　　　この懇談会は、議員が議会運営状況や課題の取組み状況等について報

告し、町民の皆様からの意見や要望などを聴き、意思の疎通を図るため、町民の皆さまとの連

携を図ることを目的に年２回の予定で実施しています。 

○懇談会の目的 

・と　き　平成23年11月19日（土）19：30～21：05 

・会　場　中富曙地区コミュニティーセンター 

・参加者　31名（町民17名・議員13名・事務局1名） 

　平成22年度決算の中で公債費が多いが、
これを減らす対策は。 

　小中学校適正規模で「1中3小」が望まし
いと議決したが、その具体的な考え方は。 

　八日市場の「歴史民俗資料館」簡単な利
用方法はないか。 

Q1

Q2

Q3

　新規事業を減らすことも対策の一つであ 
ると思う。 

　議会として具体的構想は持っていない。
教育委員会も検討中である。 

　現在、警備会社に管理を委託している。 
利用者は生涯学習課に連絡し鍵を空けても
らう仕組みである。 

A1

A2

A3

「町民と議員との懇談会」「町民と議員との懇談会」 「町民と議員との懇談会」

中富地区（曙） 
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膝を交えて「意見交換」 膝を交えて「意見交換」 
・と　き　平成23年11月20日（日）　19：30～21：15 

・会　場　波高島集会施設 

・参加者　32名（町民19名・議員12名・事務局1名） 
下部地区（波高島） 

　右岸堤防を中部横断道の工事用道路とし
て利用し後に農道としたいとの要望を出し
たが聞き入れてもらえなかった。何とかな
らないか。 

Q1

　旧高島分校は倉庫になっており古く危険。
備蓄倉庫として作り直してもらいたい。 

Q2

　区長会の要望事項の取り扱いと成否の検
証をしてもらいたい。 

Q5

　リニア駅の設置について議会は何もしな
いのか、またどのように考えているのか。 

Q6

　TPPの参加についてはどうか。 Q7

　町の防災計画はどうなっているか。 Q4

　東日本大震災の折、議員・町職員は被災
地に行ったか。 

Q3

　処分場問題はどうなったか。 Q8

　整理しそれぞれの方面に要望する。 A1

　行政に確認し要望していく。 A2

　要望事項の纏めは受けている。検証して
報告したい。 

A5

　議会も町も鰍沢駅周辺に招致の方向で動
いた。何もしなかった訳ではない。 

A6

　TPP反対の請願を出したが、賛成3、反
対12で否決された。 

A7

　全戸に地域防災計画が配布されている。 A4

　議員研修の話も出たが受け入れ先に迷惑
が及ぶため止めた。職員は規模を縮小し行
っている。 

A3

 「許可取消訴訟」は取下げることに決まっ
た。今後は、裁判所と双方の弁護士とで調
書作成の方向で進んでいる。 

A8
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○小学校の通学路の防護柵設置を要望したところ、早速工事してもらって良かった。 

○明確な答弁を求めるので、事前に質問をとることも考えるべきと思う。 

○町長との懇談会は、直接執行者に考えを聞くことができるが、議員の場合は違う。地域の意見を集め、

町政に反映することは良いことだが意味のない会だと思う。 

・と　き　平成23年11月17日（木）　19：30～21：45 

・会　場　下山地区公民館 

・参加者　34名（町民19名・議員14名・事務局1名） 

　空き家の適正管理について、条例制定等、
本町の取組みを聞きたい。 

Q1 　議会としてどのようにしていくかを検討
する。 

A1

　耕作放棄地に雑草が繁茂して困っている。
条例のようなものはないのか。 

Q2 　条例はない。今後、検討する。 A2

　どのような形で1中3小を進めるのか。
1中3小の構想は。 

Q3 　議会の方向付けである。これは適正規模
だけである。 

A3

　学校統廃合、適正規模と言っているが通
学距離への配慮は。 

Q4 　財政・子どもの数だけで物事を判断して
はいない。 

A4

　旧北小体育館は民間が使用している。借
用料と維持管理費は。 

Q5 　確認する。 A5

　上沢から小原島へ抜ける田用水の竹やぶに
廃棄物が捨てられている。どうかならないか。 

Q6 　環境下水道課に連絡する。 A6

　下山公民館建設、公共事業促進委員会は
旧小学校跡地を望んでいるが議会の考えは。 

Q7 　議会としては、「こうした方がいい、ああ
した方が良い」とは言えない。 

A7

身延地区（下山） 

その他のご意見・ご要望 
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　人口減の推移とその理由は。 Q1

　清子の雲沢寺では、東日本大震災の被災
者の受入れを積極的に考えていたが少なか
った。町ではどのような対応をしたのか。 

Q2

　Ｈ17年に16 ,334人あった人口が
14,460人となった。減少の理由は、自然減
と転出が転入を上回っていることである。転
出理由は、住宅事情、結婚、就職の順である。 

A1

　義援金・物資・保健師派遣等で対応した。 A2

　和田の圃場に鹿の被害が出ている。有害
鳥獣駆除奨励金が2万円から1万5千円に減
額されたと聞くがどのようになっているのか。 

Q3 　奨励金は400頭分で800万円予算計上し
たが、足りなくて補正を組んだ。減額はさ
れていないと思うが確認する。 

A3

・と　き　平成23年11月18日（金）19：30～21：10 

・会　場　大河内地区公民館 

・参加者　19名（町民4名・議員14名・事務局1名） 
身延地区（大河内） 

○鳥取県智頭町では、東日本大震災により避難する人向けに1口1万円の「疎開保険」を始めた。過疎

の中で何ができるかを考えている。これを参考にし、議会の中で考えてほしい。 

○東北の瓦礫処理について、東北大中田教授の研究結果によると、塩分を含んだコンクリートはかえっ

て強度があり、復興工事に使用されると聞いている。活用の仕方を学んでほしい。 

○懇談会に関心を持って期待している。但し、2～3年たてば変わっていくことが大切である。 

○空き家を借りる人にはリフォームの補助金として20～30万円の費用が必要ではないのか。 

その他のご意見・ご要望 
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本庁舎２階議場入口横に飾りましたのでご来庁の折はご
鑑賞下さい。
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経
常
収
支
比
率
に
つ
い
て

平
成
22
年
度
の
経
常
収

支
比
率
は
76
・
１
％
と
前

年
度
比
で
１
・
７
ポ
イ
ン

ト
改
善
さ
れ
ま
し
た
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

に
つ
い
て

本
町
の
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
は
、
医
療
費
の

伸
び
、
税
収
の
減
少
、
支

援
金
の
増
加
に
よ
り
、
国

民
健
康
保
険
財
政
調
整
基

金
も
、
平
成
23
年
度
末
で

は
０
円
と
い
う
事
業
運
営

と
な
り
ま
し
た
。

平
成
24
年
度
に
お
い
て

も
税
率
改
正
を
実
施
し
な

け
れ
ば
予
算
編
成
が
出
来

な
い
と
い
う
事
が
判
明
し

ま
し
た
。

が
行
わ
れ
、
６
会
場
で
県

内
外
の
お
客
様
約
２
８
０

０
名
が
枝
豆
収
穫
と
そ
の

味
を
体
験
し
ま
し
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台
風
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・
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て

９
月
に
は
、
台
風
12
号

と
台
風
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号
が
本
町
に
接

近
し
、
特
に
台
風
15
号
は

町
内
の
随
所
に
大
き
な
災

害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ｒ
身
延
線
は
、
今
も

内
船
〜
身
延
間
は
運
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が
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来
ず
、
代
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バ
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で
対
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し
て
お
り
ま
す
。
あ
ら
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め
て
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く
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・
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９
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縄
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表
と
し
て
参
加
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
尊
い
命
を
国

に
捧
げ
ら
れ
た
２
万
２
０

５
９
柱
の
英
霊
に
対
し
、

謹
ん
で
哀
悼
の
誠
を
捧
げ

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

終
戦
か
ら
66
年
の
歳
月

が
過
ぎ
去
り
ま
し
た
が
、

今
日
の
平
和
と
繁
栄
は
、

多
く
の
尊
い
犠
牲
の
上
に

築
か
れ
て
い
る
こ
と
を
忘

れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
か
ら
も
厳
し
い
財

政
運
営
が
続
く
こ
と
が
考

え
ら
れ
ま
す
。

職
員
全
体
が
「
仕
事
の

プ
ロ
」
を
目
指
し
て
も
ら

う
と
と
も
に
、
私
は
、
職

員
の
先
頭
に
立
っ
て
頑
張

っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

町
民
の
皆
様
や
議
員
の
皆

様
の
格
段
の
ご
指
導
を
頂

き
ま
す
こ
と
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

空
き
家
バ
ン
ク
事
業
に
つ

い
て古

関
地
区
及
び
大
須

成
、
曙
地
区
を
対
象
に
、

定
住
促
進
対
策
と
し
て
山

梨
県
の
「
新
た
な
住
ま
い

手
事
業
」
を
導
入
し
、
空

き
家
の
実
態
調
査
な
ど
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

古
関
地
区
で
97
軒
、
大

須
成
・
曙
地
区
で
１
０
１

軒
の
空
き
家
が
あ
り
、
そ

の
中
で
提
供
し
て
い
た
だ

け
る
物
件
は
、
古
関
地
区

で
７
軒
、
大
須
成
・
曙
地

区
で
12
軒
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
今
後
、
こ
れ
ら
の

物
件
を
空
き
家
バ
ン
ク
に

登
録
し
、
空
き
家
情
報
雑

誌
に
、
情
報
の
提
供
を
行

い
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

あ
け
ぼ
の
大
豆
の
収
穫
イ

ベ
ン
ト
に
つ
い
て

身
延
町
の
特
産
品
で
あ

る
、
あ
け
ぼ
の
大
豆
を
よ

り
い
っ
そ
う
宣
伝
し
、
地

産
地
消
の
拡
大
と
身
延
ブ

ラ
ン
ド
化
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
10
月
８
日

に
は
Ｊ
Ａ
ふ
じ
か
わ
が
主

催
し
た
「
あ
け
ぼ
の
大
豆

枝
豆
オ
ー
ナ
ー
制
度
引
渡

し
式
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
10
月
８
日
か
ら

23
日
ま
で
の
土
曜
、
日
曜
、

祝
日
を
開
催
日
と
し
て
、

あ
け
ぼ
の
大
豆
産
地
フ
ェ

ア
ー
「
枝
豆
収
穫
体
験
」

望
月
町
長
の
行
政
報
告

曙大豆「枝豆収穫体験」（飯富会場）
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る
の
か
。

佐
野
勇
夫
税
務
課
長

①

大
震
災
に
よ
る
影
響
と
い

う
事
で
な
く
、
台
風
に
よ

る
被
害
が
大
き
か
っ
た
の

で
、
納
税
猶
予
制
度
の
案

内
を
し
て
い
る
が
、
今
の

と
こ
ろ
、
申
し
出
は
な
い
。

赤
坂
総
務
課
長

②
暴
力

団
排
除
条
例
に
つ
い
て
は
、

県
警
本
部
長
の
依
頼
通
知

に
よ
り
、
制
定
に
向
け
て

検
討
し
て
い
る
。

藤
田
建
設
課
長

③
埋
塞

土
の
除
去
は
、
県
が
、
砂

利
組
合
に
依
頼
し
て
い
る

が
、
順
次
行
う
と
い
う
事

で
あ
り
、
来
年
の
出
水
期

ま
で
に
は
排
除
し
た
い
。

子
ど
も
手
当
・
衛
星

携
帯

渡
辺
議
員
　
①
子
ど
も
手

当
が
わ
か
り
に
く
い
の
で

説
明
を
。
②
積
み
木
図
書

館
に
つ
い
て
は
。
③
木
造

家
屋
の
耐
震
改
修
・
建
て

替
え
の
補
助
金
と
耐
震
シ

ェ
ル
タ
ー
に
つ
い
て
。
④

西
嶋
か
　
西
島
か

望
月
広
喜
議
員
　
静
川
小

と
西
嶋
小
の
合
併
に
伴
っ

て
、「
嶋
」
の
字
を
「
島
」

に
変
更
す
る
と
い
う
事
だ

が
、
戸
籍
に
も
使
用
さ
れ

て
い
る
嶋
の
字
が
、
西
嶋

に
は
最
も
ふ
さ
わ
し
い
と

し
て
使
わ
れ
て
き
た
と
い

う
事
を
、
教
育
委
員
会
は

承
知
し
て
い
る
の
か
。

近
藤
学
校
教
育
課
長

統

合
準
備
委
員
会
で
８
回
に

わ
た
り
、
協
議
を
重
ね
て

き
た
結
果
で
あ
り
、
十
分

に
承
知
し
て
い
る
。

望
月
議
員
　
静
川
小
の
関

係
者
が
「
嶋
」
を
「
島
」

に
変
え
る
よ
う
主
張
し
た

た
め
に
こ
の
よ
う
な
結
果

に
な
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。

子
ど
も
の
履
歴
書
で
、「
西

嶋
小
入
学
」、「
西
島
小
卒

業
」
と
な
る
の
か
。

学
校
教
育
課
長

常
用
漢

字
の
島
の
取
り
扱
い
に
な
る
。

川
口
議
員
　
静
川
小
と
西

嶋
小
の
統
合
で
前
期
計
画

は
終
了
と
な
る
が
、
後
期

計
画
は
議
論
さ
れ
て
い
る

の
か
。

学
校
教
育
課
長

現
在
、

教
育
委
員
会
で
検
討
を
進

め
て
い
る
段
階
で
あ
り
、

は
っ
き
り
し
た
方
針
は
決

定
し
て
い
な
い
。

観
光
影
響
補
償
の
請

求
は

芦
澤
議
員
　
①
下
部
温
泉

郷
は
、
東
日
本
大
震
災
の

影
響
で
相
当
な
打
撃
を
蒙

っ
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る

が
、
東
電
に
補
償
請
求
す

る
こ
と
は
考
え
て
い
る

か
。
②
暴
力
団
排
除
対
策

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
か
。
③
台
風
15
号
に
よ

る
峡
南
地
方
20
か
所
の
河

川
の
土
砂
堆
積
で
９
か
所

で
除
去
作
業
が
行
わ
れ
る

予
定
に
な
っ
て
い
る
。
残

り
11
か
所
ど
の
よ
う
に
な

衛
星
携
帯
電
話
の
管
理
は

ど
う
す
る
の
か
。

稲
葉
子
育
て
支
援
課
長

①
子
ど
も
手
当
は
10
月
か

ら
支
給
基
準
が
変
わ
る
。

中
学
生
以
上
は
１
万
円
、

３
歳
未
満
と
18
歳
未
満
の

第
３
子
を
超
え
る
子
ど
も

に
は
１
万
５
千
円
と
な

る
。
②
積
み
木
図
書
館
は
、

補
助
金
50
万
円
が
認
め
ら

れ
た
。
児
童
館
を
拠
点
に
、

子
育
て
関
連
団
体
に
積
み

木
を
貸
し
出
す
も
の
。

建
設
課
長
　
③
当
初
予
算

で
改
修
・
建
て
替
え
・
耐

震
診
断
な
ど
計
３
件
あ
り
、

今
回
、
５
件
分
を
補
正
で

出
し
た
。
耐
震
シ
ェ
ル
タ

ー
も
１
件
実
績
が
あ
る
。

総
務
課
長
　
④
衛
星
携
帯

電
話
は
、
充
電
も
含
め
て
、

設
置
す
る
地
区
の
区
長
に

お
願
い
す
る
。

望
月
明
議
員
　
①
衛
星
携

帯
電
話
は
、
現
在
８
台
設

置
と
い
う
こ
と
だ
が
、
今

後
も
設
置
す
る
予
定
は
あ

る
の
か
。
②

沖
縄
県
の
小

学
校
と
西
嶋

小
・
静
川
小

と
の
交
流
事

業
の
内
容
は
。

総
務
課
長

①
衛
星
携
帯

電
話
が
な
く

て
も
、
消
防

の
ト
ラ
ン
シ

ー
バ
ー
で
情

報
が
確
保
で

き
る
地
区
を

除
い
た
。
今

主
な
質
疑
答
弁

こ とが決まりましたこ とが決まりましたこ とが決まりました
条
例
一
部
改
正
案
件

一
般
会
計
補
正
予
算

台風15号による「波木井川護岸決壊」身延支所付近
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後
の
設
置
に
つ
い
て
は
考

え
て
い
な
い
。

学
校
教
育
課
長
　
②
沖
縄

県
八
重
瀬
町
と
の
交
流
事

業
は
、
旧
中
富
町
時
代
に

旧
具
志
頭
村

ぐ

し

か

み

そ

ん

と
交
流
し
て

い
た
も
の
が
復
活
し
、
こ

こ
３
年
ほ
ど
継
続
し
て
い
る
。

松
浦
議
員
　
小
規
模
簡
易

水
道
補
助
金
は
、
古
長
谷
・

福
原
・
門
野
に
交
付
す
る

と
い
う
事
だ
が
、
台
風
15

号
の
被
害
に
よ
る
も
の

か
、
被
害
状
況
は
ど
う
か
。

遠
藤
水
道
課
長
　
古
長
谷

は
、
台
風
で
取
水
口
が
崩

落
し
、
導
水
管
２
０
０
ｍ

流
さ
れ
た
も
の
。
福
原
の

簡
易
水
道
は
、
台
風
被
害

で
は
な
く
親
メ
ー
タ
ー
の

取
替
え
で
あ
る
。
門
野
は
、

台
風
に
よ
り
、
古
長
谷
と

同
様
、
取
水
口
お
よ
び
導

水
管
２
０
０
ｍ
の
敷
設
と

途
中
に
沈
殿
槽
を
設
け
る

工
事
を
行
う
。

川
口
議
員
　
①
中
部
横
断

道
の
残
土
処
理
場
の
買
収

面
積
、
残
土
の
埋
設
量
、

埋
設
期
間
は
。
②
耐
震
改

修
・
建
て
替
え
に
対
す
る

補
助
基
準
額
は
。

建
設
課
長

①
買
収
面
積

は
９
万
９
５
０
０
㎡
、
残

土
処
理
量
は
２
０
０
万
裙
、

期
間
は
平
成
25
年
度
か
ら

約
10
年
間
を
予
定
し
て
い
る
。

②
１
２
０
万
円
が
限
度
額

で
、
県
と
町
が
３
分
の
１

ず
つ
の
80
万
円
を
補
助

し
、
残
り
は
施
主
が
負
担

す
る
と
い
う
事
で
改
修
が

進
ま
な
い
原
因
に
な
っ
て

い
る
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
事

業
補
助
金
ほ
か

穂
坂
議
員
　
①
ま
ち
づ
く

り
推
進
事
業
補
助
金
10
万

円
の
中
身
は
。
②
障
害
福

祉
費
の
扶
助
費
の
中
身

は
。
③
生
ご
み
処
理
機
の

56
万
円
減
額
に
つ
い
て
。

④
交
流
事
業
費
７
７
０
０

０
円
は
、
ど
の
よ
う
な
決

ま
り
に
基
づ
い
て
行
わ
れ

て
い
る
事
業
な
の
か
。
⑤

中
部
横
断
道
の
残
土
処
理

場
跡
地
利
用
の
説
明
を
。

丸
山
政
策
室
長

①
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
千

の
風
」
に
対
し
て
補
助
金

を
出
し
た
。

依
田
福
祉
保
健
課
長

②

障
害
者
自
立
支
援
医
療
給

付
費
の
件
数
・
金
額
が
増

加
し
た
た
め
２
０
０
万
円

の
増
額
に
な
っ
た
。

樋
川
環
境
下
水
道
課
長

③
こ
れ
は
、
生
ご
み
処
理

機
だ
け
で
な
く
環
境
映
画

上
映
業
務
と
合
わ
せ
て
56

万
円
で
あ
り
、「
し
ょ
う
に

ん
通
り
商
業
協
同
組
合
」

に
管
理
委
託
し
て
い
る
事

業
で
あ
る
が
、
Ｅ
Ｍ
菌
の

利
用
な
ど
の
工
夫
に
よ
り

減
額
と
な
っ
た
。

学
校
教
育
課
長

④
沖
縄

県
八
重
瀬
町
と
は
、「
甲
斐

の
塔
」
を
通
じ
て
ゆ
か
り

が
あ
り
、
毎
年
、
先
方
か

ら
、
ぜ
ひ
児
童
の
交
流
を

と
い
う
申
し
出
が
あ
っ
て
、

実
施
し
て
い
る
も
の
で
、

特
に
規
則
・
条
例
等
に
よ

る
も
の
で
は
な
い
。

建
設
課
長

⑤
跡
地
利
用

に
つ
い
て
は
、
農
産
物
の

生
産
拠
点
と
な
る
こ
と
を

考
え
て
い
る
が
、
細
か
い

活
用
方
法
に
つ
い
て
は
十

分
議
論
し
て
い
き
た
い
。

下
部
地
区
公
民
館
の

地
盤
は

芦
澤
議
員
　
公
民
館
建
築

工
事
は
、
か
な
り
進
ん
で

い
る
が
、
地
盤
改
良
工
事

は
い
つ
終
わ
っ
て
、
着
工

は
い
つ
だ
っ
た
の
か
。
将

来
、
地
盤
の
ゆ
が
み
が
発

生
す
る
よ
う
な
恐
れ
は
な

い
の
か
。

佐
野
生
涯
学
習
課
長

地

盤
改
良
工
事
は
23
年
５
月

に
終
了
し
、
そ
の
後
着
工

し
て
い
る
。
内
部
の
構
造

を
改
良
し
て
い
る
の
で
、

巨
大
地
震
の
発
生
に
対
し

て
は
不
明
で
あ
る
が
、
業

者
は
十
分
大
丈
夫
と
言
っ

て
い
る
。

定例議会 
12月  12月  
定例議会 こんなこ とがこんなこ とがこんなこ とが

下部地区公民館建築工事状況（下部地区常葉）
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学
校
教
育
課
長

路
線
バ

ス
と
違
い
、
専
属
運
転
手

が
学
校
と
連
絡
を
取
り
合

い
、
児
童
が
長
時
間
待
つ

こ
と
の
無
い
よ
う
に
配
慮

す
る
。

問

夏
の
静
川
小
学
校
プ

ー
ル
の
今
後
の
利
用
の
考

え
と
、
管
理
・
監
視
は
。

学
校
教
育
課
長

現
在
あ

る
静
川
小
学
校
プ
ー
ル
を

使
用
す
る
。
ア
ル
バ
イ
ト

を
雇
用
し
監
視
を
お
願
い

し
、
管
理
は
中
富
中
学
校

が
行
う
。

問

統
合
後
の
静
川
小
学

校
の
校
舎
の
管
理
は
。

学
校
教
育
課
長

今
後
、

財
産
の
移
管
手
続
き
等
を

行
い
、
総
合
的
に
検
討
し

て
行
く
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

体
育
館
は
社
会
体
育
施
設

と
し
て
管
理
運
営
を
す
る
。

問

久
那
土
小
学
校
は
本

栖
ま
で
が
エ
リ
ア
と
な
っ

て
い
る
。
今
後
は
面
積
エ

リ
ア
で
の
統
合
計
画
を
立

て
る
べ
き
と
考
え
、
適
正

規
模
で
は
な
く
適
正
配
置

問

全
国
的
に
少
子
高
齢

化
が
進
む
な
か
、
本
町
に

お
い
て
も
著
し
い
人
口
減

で
、
こ
れ
か
ら
の
町
づ
く

り
が
問
わ
れ
る
状
況
だ
が
、

本
年
３
月
定
例
議
会
に
お

い
て
静
川
小
学
校
の
廃
校

条
例
が
可
決
さ
れ
た
。
西

嶋
小
学
校
と
の
統
合
に
向

け
て
の
経
過
は
。

学
校
教
育
課
長

統
合
準

備
委
員
会
に
お
い
て
協
議

し
、
校
名
を
西
島
小
学
校

と
し
、
校
歌
は
現
西
嶋
小

学
校
の
校
歌
の
３
番
を
削

除
し
、
４
番
を
繰
り
上
げ
、

新
し
い
西
島
小
学
校
校
歌

と
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

問

学
校
統
廃
合
前
期
計

画
に
お
い
て
、
地
域
住
民

の
理
解
を
得
ら
れ
た
の
か
。

学
校
教
育
課
長

地
域
住

民
の
理
解
を
い
た
だ
く
努

力
を
し
た
が
、
一
部
の
方

に
は
理
解
を
得
ら
れ
な
か

っ
た
。

問

ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行

の
経
路
と
送
迎
時
間
は
。

学
校
教
育
課
長

現
在
、

保
護
者
及
び
学
校
を
含
め

検
討
し
、
統
合
準
備
委
員

会
で
最
終
確
認
を
行
い
、

教
育
委
員
会
で
方
針
の
決

定
を
す
る
。

問

下
校
時
の
待
合
場
所

と
待
合
施
設
の
考
え
は
。

に
重
点
を
置
き
計
画
す
る

こ
と
を
望
む
。

問

中
部
横
断
道
の
建
設

に
と
も
な
い
、
活
性
化
イ

ン
タ
ー
の
設
置
を
お
願
い

し
て
い
る
が
、
幹
線
道
路

計
画
と
し
て
下
田
原
・
市

之
瀬
間
の
道
路
計
画
等
、

合
併
特
例
債
を
活
用
し
た

計
画
は
。

町
長

市
之
瀬
・
勝
坂

か
ん
ざ
か

間

の
道
路
改
修
を
行
っ
て
お

り
、
他
の
道
路
に
つ
い
て

は
、
活
性
化
イ
ン
タ
ー
建

設
の
決
定
が
さ
れ
た
後
に

検
討
す
る
。

静
川
小
学
校
統
合
後
の
計
画

に
つ
い
て

質 問

統
合
準
備
委
員
会
や
保
護
者
と

検
討
中

答 弁

川口福三議員

質 問

学
校
統
廃
合
計
画

に
つ
い
て

質 問

中
部
横
断
道
の
活
性

化
イ
ン
タ
ー
と
町
の

活
性
化
に
つ
い
て

1212月定例議会 月定例議会 
12月定例議会では3議員が質問に立ちました。 
以下はその要約です。 

中部横断自動車道橋脚工事（下田原）
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浜
岡
原
発
か
ら
１
０
０
ｋ

ｍ
圏
内
、
放
射
能
は
南
西

風
で
運
ば
れ
て
く
る
。
議

会
が
議
決
し
た
意
見
書
の

よ
う
に
、
永
久
停
止
が
望

ま
し
い
と
考
え
て
い
る
。

問

町
長
は
永
久
停
止
の

意
見
書
を
発
信
す
る
予
定

は
あ
る
か
。

総
務
課
長

広
域
行
政
の

中
で
対
応
す
る
。

問

地
域
防
災
計
画
の
見

直
し
は
進
ん
で
い
る
か
。

総
務
課
長
　
18
年
３
月
に

作
成
し
、
19
年
か
ら
22
年

ま
で
３
回
行
っ
た
。
国
の

中
央
防
災
会
議
や
県
の
防

災
計
画
見
直
し
等
を
踏
ま

え
て
行
う
。

問

波
高
島
に
防
災
備
蓄

倉
庫
を
作
れ
な
い
か
。

総
務
課
長

現
在
、
防
災

備
蓄
倉
庫
は
23
ヶ
所
、
防

水
倉
庫
は
15
ヶ
所
整
備
し

て
い
る
。
波
高
島
の
件
は

今
後
検
討
す
る
。

問

豊
橋
市
福
祉
村
病
院

で
実
践
し
て
い
る
「
く
る

リ
ー
ナ
」
と
い
う
器
具
を

用
い
成
果
を
だ
し
て
い
る

が
、
本
町
で
の
実
施
は
。

依
田
福
祉
保
健
課
長

口

腔
ケ
ア
は
、
在
宅
支
援
セ

ン
タ
ー
が
担
当
。
来
年
度

は
進
め
て
い
き
た
い
。

問

建
設
予
定
地
が
、
地

元
の
希
望
と
異
な
っ
て
い

る
と
聞
い
て
い
る
が
。

佐
野
教
育
長

避
難
所
・

多
目
的
施
設
と
し
て
建
設

す
る
目
的
で
、
防
災
拠
点
、

国
道
52
号
線
の
状
況
、
ヘ

リ
ポ
ー
ト
確
保
、
将
来
の

学
童
保
育
等
を
考
慮
し
、

下
山
中
跡
地
を
住
民
説
明

会
で
お
願
い
し
た
。

問

建
築
費
用
、
財
源
、

着
工
予
定
、
完
成
予
定
は
。

教
育
長

24
年
度
に
基
本

設
計
業
務
、
25
年
度
に
実

施
設
計
、
建
設
施
工
で
完

成
予
定
。
面
積
約
５
０
０

㎡
、
費
用
約
２
億
円
弱
で

合
併
特
例
債
１
億
４
千
万

円
、
残
額
は
一
般
財
源
と

考
え
て
い
る
。

問

巨
大
地
震
で
発
生
が

予
想
さ
れ
る
浜
岡
原
発
の

危
険
性
に
つ
い
て
は
。

赤
坂
総
務
課
長

本
町
は

問

国
保
税
特
別
会
計
の

運
営
に
問
題
は
な
か
っ
た
か
。

佐
野
文
昭
町
民
課
長

平

成
19
年
度
ま
で
は
税
率
改

正
は
行
わ
な
か
っ
た
。
医

療
費
は
県
下
で
ワ
ー
ス
ト

３
、
財
政
調
整
基
金
の
取

り
崩
し
で
補
っ
て
き
た
。

そ
の
た
め
、
基
金
は
底
を

つ
き
23
年
度
末
に
赤
字
に

な
る
状
況
で
あ
る
。

問

基
金
を
取
り
崩
せ
ば

な
く
な
る
こ
と
が
わ
か
っ

て
い
た
の
に
、
な
ぜ
税
率

を
上
げ
ず
に
き
た
の
か
。

町
長

「
基
金
を
残
し
て

運
用
す
べ
き
で
あ
っ
た
」

と
責
任
を
感
じ
て
い
る
。

今
後
は
、
交
付
金
支
給
基

準
の
見
直
し
、
国
保
広
域

化
の
推
進
を
進
言
し
て
い

く
。
昨
年
に
引
き
続
い
て

の
税
率
引
き
上
げ
で
あ
る

が
、
国
保
の
最
大
の
危
機

で
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

問

医
療
費
抑
制
の
た
め
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
の

芝
生
化
等
の
整
備
を
図
り
、

健
康
づ
く
り
に
活
用
を
し

た
ら
ど
う
か
。

町
長

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
場
に
つ
い
て
は
、
特
に

芝
生
化
の
必
要
は
な
い
と

考
え
る
が
、
関
係
部
署
と

も
協
議
検
討
し
て
い
く
。

2
年
連
続
の
国
保
税
引
き
上
げ

国
保
特
別
会
計
の
運
営
に
問
題
は

質 問

財
政
調
整
基
金
取
り
崩
し
は

経
済
見
通
し
に
甘
さ
が
あ
っ
た

答 弁

芦澤健拓議員

質 問

医
療
費
改
善
に
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
普
及
を

質 問

医
療
費
改
善
に

口
腔
内
ケ
ア
を

質 問

下
山
公
民
館
建
設

質 問

地
域
防
災
計
画旧下山中校舎・体育館跡地
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く
さ
ん
あ
る
。

問

今
、
空
き
家
の
利
用

希
望
が
出
て
い
る
が
、
住

宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度

等
の
活
用
が
で
き
な
い
か
。

政
策
室
長

利
用
で
き
る

物
件
の
登
録
に
限
定
し
、

改
修
し
て
貸
す
こ
と
は
し

て
い
な
い
。

問

定
住
促
進
策
、
本
町

で
は
森
林
を
活
用
す
る
自

然
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど

の
可
能
性
が
あ
る
。
町
長

の
考
え
は
。

町
長

人
口
減
が
い
い
と

は
言
っ
て
い
な
い
し
多
く

な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

そ
の
た
め
に
い
ろ
ん
な
施

策
を
し
て
い
る
。「
町
で
や

れ
」
と
い
う
だ
け
で
な
く
、

皆
さ
ん
も
議
員
活
動
の
中

で
周
知
徹
底
し
て
欲
し
い
。

問

台
風
12
号
、
15
号
で

被
害
が
あ
っ
た
河
川
や
道

路
は
行
政
の
手
だ
て
が
あ

る
が
、
人
家
へ
の
手
だ
て

問

町
外
の
子
育
て
世
代

の
人
に
住
ん
で
も
ら
う
こ

と
も
必
要
だ
と
思
う
。

政
策
室
長

町
外
の
人
向

け
に
は
空
き
家
対
策
事
業

を
し
て
い
る
。

問

定
住
促
進
の
制
度
と

し
て
結
婚
・
出
産
祝
い
金
、

不
妊
治
療
の
助
成
等
が
あ

る
が
、
町
民
に
知
ら
れ
て

い
な
い
の
で
は
な
い
の
か
。

政
策
室
長

窓
口
の
職
員

が
説
明
し
、
町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
広
報
み
の
ぶ
で

も
情
報
提
供
を
し
て
い
る
。

問

飯
富
病
院
に
産
婦
人

科
、
小
児
科
の
設
置
が
で

き
れ
ば
定
住
に
つ
な
が
る

と
思
う
が
。

政
策
室
長

飯
富
病
院
議

会
の
問
題
な
の
で
、
町
で

は
回
答
で
き
な
い
。

問

町
で
も
関
わ
っ
て
い

る
病
院
だ
か
ら
こ
そ
、
努

力
し
な
い
と
魅
力
あ
る
町

に
は
な
れ
な
い
。

福
祉
保
健
課
長

飯
富
病

院
と
の
協
議
で
話
は
し
て

い
る
が
難
し
い
問
題
が
た

問

町
民
と
議
員
と
の
懇

談
会
で
、
人
口
減
少
の
意

見
が
多
く
で
た
が
、
そ
の

分
析
結
果
は
。

政
策
室
長

平
成
17
年
度

１
６
３
３
４
人
が
平
成
22

年
度
１
４
４
６
０
人
で
、

１
８
７
４
人
減
少
し
た
。

平
成
22
年
度
の
調
査
で
転

出
理
由
で
は
、
住
宅
事
情
、

結
婚
で
、
若
い
世
代
が
結

婚
し
て
住
む
所
が
な
く
、

町
を
出
て
い
る
。

問

人
口
減
少
の
対
策
は
。

政
策
室
長

若
い
世
代
の

定
住
策
と
し
て
、
宅
地
政

策
が
重
要
。
今
後
安
価
に

提
供
で
き
る
宅
地
分
譲
事

業
の
促
進
や
町
が
保
有
す

る
遊
休
宅
地
の
有
効
利
用

等
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問

具
体
的
に
ど
う
進
め

て
い
く
の
か
。

政
策
室
長

宅
地
分
譲
事

業
は
来
年
度
か
ら
検
討
に

入
り
、
町
保
有
遊
休
宅
地

の
有
効
利
用
は
来
年
度
か

ら
着
手
し
た
い
。

問

他
町
で
は
人
口
増
加
策

と
し
て
、
町
外
に
住
む
子
育

て
世
帯
を
対
象
に
１
戸
建
て

を
安
価
に
貸
し
、
将
来
的
に

は
買
っ
て
も
ら
う
事
業
を
始

め
る
。
長
期
的
な
こ
の
よ
う

な
計
画
も
必
要
だ
と
思
う
が
。

政
策
室
長

後
期
計
画
の

中
で
、
若
い
世
代
向
け
の

低
価
格
住
宅
を
十
分
検
討

し
な
が
ら
考
え
て
い
く
。

自
然
を
い
か
し
子
育
て
の

で
き
る
魅
力
あ
る
町
づ
く
り
を

質 問

町
内
の
若
者
向
け
の
政
策

を
中
心
に
進
め
た
い

答 弁

渡辺文子議員

を
考
え
て
も
ら
い
た
い
。

福
祉
保
健
課
長

今
回
の

災
害
に
つ
い
て
、
対
応
が

う
ま
く
で
き
な
か
っ
た
が

社
協
と
も
協
議
し
、
ど
う

し
た
ら
町
民
の
た
め
に
な

る
か
早
期
に
検
討
し
た
い
。

問

重
度
心
身
障
害
者
医

療
費
は
２
０
０
８
年
に
窓

口
無
料
化
に
な
っ
た
が
、

今
回
、
制
度
の
後
退
と
な

る
償
還
払
い
に
改
正
さ
れ

よ
う
と
し
て
い
る
。
現
行

の
医
療
費
助
成
を
求
め
る

署
名
運
動
は
大
き
く
広
が

っ
て
い
る
。
こ
の
制
度
の

存
続
の
思
い
を
知
事
へ
届

け
て
ほ
し
い
。

町
長

「
ぜ
ひ
続
行
し
て

く
だ
さ
い
」
と
伝
え
る
つ

も
り
で
あ
る
。

質 問

災
害
に
対
す
る

手
だ
て
を

質 問
重
度
障
害
者
医
療
費
助

成
現
行
の
ま
ま
存
続

飯富病院
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・
身
延
町
勤
労
青
年

セ
ン
タ
ー

・
旧
下
山
中
学
校

グ
ラ
ウ
ン
ド

・
大
河
内
小
学
校

グ
ラ
ウ
ン
ド

・
旧
豊
岡
小
学
校

グ
ラ
ウ
ン
ド

・
下
部
小
中
学
校

グ
ラ
ウ
ン
ド

・
旧
古
関
中
学
校

グ
ラ
ウ
ン
ド

・
久
那
土
中
学
校

グ
ラ
ウ
ン
ド

・
峡
南
高
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

・
西
嶋
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

・
甲
南
ス
ポ
ー
ツ
広
場

・
身
延
山
寺
平
広
場

・
中
富
浄
化
セ
ン
タ
ー

な
お
身
延
山
寺
平
広
場

と
中
富
浄
化
セ
ン
タ
ー
は
、

平
成
23
年
度
事
業
と
し
て
、

３
月
ま
で
に
整
備
す
る
予

定
で
す
。

・
な
か
と
み
和
紙
の
里

駐
車
場

・
一
色
ホ
タ
ル
の
里
駐
車
場

・
大
島
チ
ビ
ッ
コ
広
場

・
身
延
高
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

・
帯
金
区
民
広
場

・
久
那
土
中
学
校
道
路

向
こ
う
の
河
川
敷

・
八
木
沢
ス
ポ
ー
ツ
広
場

グ
ラ
ウ
ン
ド

・
富
士
川
ク
ラ
フ
ト
パ
ー
ク

・
身
延
町
総
合
文
化
会
館

芝
生
広
場

・
下
部
地
区
町
民
運
動
場

・
身
延
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

問：

震
災
等
を
教
訓
に
し

た
、
ヘ
リ
ポ
ー
ト
の
設
置

(

建
設)

の
状
況
は
ど
う
な

っ
て
い
る
か
。

回
答：

現
在
、
県
の
防
災

ヘ
リ
が
使
用
す
る
「
場
外

離
着
陸
場
」
と
し
て
は
、

・
八
木
沢
グ
ラ
ウ
ン
ド

・
富
士
川
ク
ラ
フ
ト
パ
ー
ク

・
身
延
町
総
合
文
化
会
館

芝
生
広
場

・
下
部
地
区
運
動
場

の
４
箇
所
が
あ
る
。

「
緊
急
離
着
陸
場
」と
し
て
は
、

・
中
富
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

・
勤
労
青
年
セ
ン
タ
ー

の
２
箇
所
が
あ
る
。

ま
た
、
自
衛
隊
の
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
が
利
用
で
き
る

「
場
外
離
着
陸
場
」
と
し
て
は
、

・
大
き
な
グ
ラ
ウ
ン
ド
を

持
つ
、
下
部
小
中
学
校

校
庭
な
ど
６
箇
所

・
中
規
模
な
グ
ラ
ウ
ン
ド

を
持
つ
、
大
河
内
小
学

校
校
庭
な
ど
５
箇
所

・
小
規
模
な
グ
ラ
ウ
ン
ド

を
持
つ
、
久
那
土
小
学

校
校
庭
な
ど
３
箇
所

で
、
町
内
に
は
合
わ
せ
て

14
箇
所
の
場
外
離
着
陸
場

が
あ
り
ま
す
。

県
で
は
県
民
に
等
し
く
、

高
度
で
専
門
的
な
救
命
救

急
医
療
を
提
供
す
る
た
め
、

平
成
24
年
４
月
か
ら
ド
ク

タ
ー
ヘ
リ
を
導
入
す
る
こ

と
と
し
て
お
り
ま
す
が
、

本
町
で
は
下
記
の
28
箇
所

が
「
場
外
離
着
陸
場
」
と

し
て
採
択
さ
れ
て
い
ま
す
。

・
原
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

・
中
富
青
少
年
自
然
の
里
　
　

多
目
的
広
場

・
遅
沢
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
場

・
大
須
成
学
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

・
下
部
リ
バ
ー
サ
イ
ド

パ
ー
ク

あ
れ
は
ど
う
な
っ
た
？

あ
れ
は
ど
う
な
っ
た
？
 

あ
れ
は
ど
う
な
っ
た
？

あ
れ
は
ど
う
な
っ
た
？
 

あ
れ
は
ど
う
な
っ
た
？

災
害
へ
リ
ポ
ー
ト
関
係

議
　
会
　
日
　
誌

９
月

・
全
員
協
議
会

・
９
月
定
例
議
会

・
例
月
出
納
検
査

・
飯
富
病
院
組
合
議
会

・
議
会
運
営
委
員
会

10
月

・
県
外
市
町
村
議
会
行
政

視
察
受
け
入
れ

埼
玉
県
三
芳
町
議
会

・
議
会
運
営
委
員
会

・
第
50
回
記
念
　
日
本
現

代
工
芸
美
術
展

・
第
３
回
身
延
町
総
合
文

化
祭
芸
能
発
表
会

・
県
外
行
政
視
察

（
一
泊
二
日
）

・
南
ア
ル
プ
ス
周
遊
道
整

備
促
進
期
成
同
盟
会
定

期
総
会

・
例
月
出
納
検
査

・
全
員
協
議
会

・
第
６
回
身
延
健
康
福
祉

ま
つ
り

・
後
期
高
齢
者
広
域
連
合

議
会

・
第
３
回
臨
時
議
会

11
月

・
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
建

設
促
進
山
梨
期
成
同
盟

会
臨
時
総
会

・
県
外
市
町
村
議
会
行
政

視
察
受
入

・
宮
城
県
色
麻
町
議
会

・
北
海
道
遠
紋
ブ
ロ
ッ

ク
議
会

・
町
民
と
議
員
と
の
懇
談

会
　
下
山
、
大
河
内
、

曙
、
波
高
島

・
飯
富
病
院
議
会

・
広
域
行
政
組
合
議
会

・
峡
南
衛
生
組
合
議
会

・
第
４
回
臨
時
議
会

「山梨県防災ヘリ場外離着場」（八木沢グラウンド）
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樽
峠
ト
ン
ネ
ル
工
事
現
場

静
岡
と
の
県
境
を
貫
く

約
５
㎞
の
南
部
町
樽
峠
ト

ン
ネ
ル
の
北
工
事
は
、
急

峻
な
地
形
の
た
め
、
本
坑

の
真
横
に
作
業
抗
を
取
り

付
け
、
本
坑
の
掘
削
を
行

う
特
殊
な
工
法
が
取
り
入

れ
ら
れ
て
お
り
、
５
０
０

ｍ
ほ
ど
が
完
了
し
て
い
る
。

【
所
感
】

本
町
が
抱
え
る
諸
問
題

に
、
今
回
の
研
修
の
内
容

と
成
果
を
活

か
し
、
議
員

全
員
が
共
通

認
識
を
持
ち
、

本
町
の
実
情

を
勘
案
し
て

対
応
し
、
真

剣
に
取
り
組

む
事
を
切
望

す
る
。

さ
れ
た
。
そ
の
後
の
環
境

問
題
の
変
化
に
対
応
す
る

た
め
、
平
成
20
年
度
か
ら

10
年
間
の
予
定
で
、
行
政

主
導
か
ら
市
民
と
の
協
働

で
進
め
、
毎
年
、
市
の
環

境
の
状
況
や
掲
げ
た
目
標

の
状
況
な
ど
を
年
次
報
告

書
に
ま
と
め
公
表
す
る
、

第
二
次
環
境
基
本
計
画
が

推
進
さ
れ
て
い
る
。

中
部
電
力
浜
岡
原
子
力
館

原
子
力
発
電
の
仕
組
み

や
浜
岡
原
子
力
発
電
所
の

現
状
の
説
明
を
受
け
た
。

５
機
の
原
子
炉
は
国
の
要

請
で
５
月
９
日
か
ら
全
面

停
止
し
、
津
波
対
策
や
安

全
対
策
の
工
事
が
急
ピ
ッ

チ
で
進
め
ら
れ
て
い
る
。

【
研
修
日
程
】

平
成
23
年
12
月
18
日
〜

19
日
の
２
日
間

【
参
加
者
】

議
員
14
名
、
事
務
局
２

名
計
16
名
で
実
施
。

【
研
修
目
的
】

３
月
11
日
発
生
の
東
日

本
大
震
災
で
の
福
島
第
一

原
子
力
発
電
所
の
事
故
を

受
け
、
今
後
の
環
境
問
題

や
原
子
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

あ
り
方
と
、
本
町
の
活
性

化
に
影
響
を
及
ぼ
す
中
部

横
断
道
の
建
設
工
事
の
進

捗
状
況
の
視
察
研
修
。

【
研
修
内
容
】

駒
ケ
根
市
環
境
基
本
計
画

平
成
９
年
３
月
に
第
一

次
環
境
基
本
計
画
が
策
定

駒
ケ
根
市
で
は
、
第
２

次
環
境
基
本
計
画
・
Ｂ
Ｄ

Ｆ
事
業
・
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト

ー
ブ
導
入
な
ど
本
町
で
も

検
討
す
べ
き
事
項
が
多
く

あ
る
と
感
じ
た
。

中
部
横
断
自
動
車
道
に

つ
い
て
は
、
本
町
に
と
っ

て
も
安
全
面
・
観
光
面
な

ど
重
要
な
道
路
で
あ
り
早

期
の
開
通
を
切
望
す
る
。

11
月
10
日
11
日
両
日
に

行
わ
れ
た
石
川
県
津
幡
町

へ
の
町
村
広
報
編
集
委
員

長
研
修
に
、
河
井
淳
副
委

員
長
と
と
も
に
参
加
し
ま

し
た
。

約
２
時
間
に
わ
た
っ
て

研
修
し
て
き
ま
し
た
。
津

幡
町
の
広
報
は
全
国
的
に

優
秀
な
成
績
を
収
め
て
い

る
も
の
で
す
が
、
こ
こ
で

も
わ
が
町
の
誇
る
議
会
広

報
の
権
威
深
沢
徹
氏
の
名

前
が
聞
か
れ
、
そ
の
盛
名

に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
議
会
広
報
の
特
徴

は
、
発
行
ま
で
の
期
間
が

１
か
月
と
い
う
短
期
間
で

あ
る
と
い
う
こ
と
で
す

が
、
一
般
質
問
は
、
議
員

と
行
政
双
方
の
原
稿
を
あ

ら
か
じ
め
作
っ
て
お
く
そ

う
で
す
。
こ
ん
な
方
法
は
、

国
会
や
昔
の
県
議
会
で
は

有
効
だ
っ
た
か
も
知
れ
ま

せ
ん
が
、
私
た
ち
は
採
用

し
ま
せ
ん
。
正
攻
法
で
行

い
ま
す
。

県
外
視
察
研
修
報
告

県
外
視
察
研
修
報
告
 

県
外
視
察
研
修
報
告

○
長
野
県
　
駒
ケ
根
市
 

　
　
　
環
境
基
本
計
画
に
つ
い
て
 

○
静
岡
県
　
中
部
電
力
浜
岡
原
子
力
館
 

　
　
　
原
子
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
あ
り
方
 

○
中
部
横
断
自
動
車
道
工
事
現
場
 

　
　
　
樽
峠
ト
ン
ネ
ル
北
工
事
視
察
 

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

委
員
長
　
松
浦
　
　
隆

教
育
厚
生
常
任
委
員
会

委
員
長
　
河
井
　
　
淳

編
集
委
員
長芦

澤
　
健
拓

議
会
広
報
編
集
委
員
長
研
修
報
告

中部横断自動車道「南部町樽峠トンネル北工事」



身延町議会だより15

このコーナーは、議会広報モニターさ
んに、通信用紙を送付し、議会だより
No.28についての感想をお寄せいただいた
ものです。ご協力ありがとうございまし
た。
◇表紙について
・神輿を担いでいる人たちの表情が良い。
・季節感のあるいい写真だと思う。
◇決算認定
・用語の説明があり、大変分かりやすか
った。町の財政が大変厳しいことが理
解できた。
・町税13.9％、財政的に自立できない実態
がわかった。決算審査意見書を見ると
町税や使用料の滞納が目立つとあるが、
課税方法に問題があったのか、納税者
のモラルの問題なのか。
◇町長行政報告
・項目ごとに分けてあり、大変よかった。
・普通交付税について、更に厳しい財政
運営になっていくと思われると言って
いるが、今後どのように運営していく
のか。
・徴収率アップ、大変な業務と思います
が頑張って下さい。
◇質疑答弁・９月定例会できまったこと。
・財務会計システムに慣れていなかった
というのは、お粗末ではないか。
・スクールバス購入に対する反対する理
由は何か？
◇一般質問
・町の厳しい現状がわかり、答弁にも誠
実さが見られた。
・活き活きとした町にする為に何が出来
るのか考えたい。
◇委員会レポート
・専門的な知識がないと内容を理解する
のが難しい。
◇学校紹介・編集委員会だより
・小規模校ならではの丁寧な指導をされ
ている様子が伝わってきた。

去
る
11
月
20
日
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
、
町
村
議
会

広
報
研
修
会
の
席
上
に
お

い
て
、
身
延
町
議
会
広
報

【
議
会
だ
よ
り
　
み
の
ぶ

27
号
】
が
「
審
査
委
員
特

別
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

身
延
町
議
会
広
報
編
集

委
員
会
は
、
町
民
の
皆
様

に
議
員
の
日
頃
の
活
動
や

皆
様
の
ご
意
見
等
を
掲
載

し
、
公
開
の
原
則
を
も
と

に
分
か
り
や
す
く
、
読
み

や
す
い
議
会
広
報
づ
く
り

を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
、
皆
さ
ん
に
読

ん
で
い
た
だ
け
る
・
読
み

た
く
な
る
よ
う
な
広
報
編

集
に
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
９
月
28
日

◇
平
成
22
年
度
病
院
事
業

会
計
決
算
の
認
定

◇
平
成
22
年
度
決
算
に
基

づ
く
飯
富
病
院
の
資
金

不
足
比
率
の
報
告

◇
平
成
23
年
度
病
院
事
業

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

◇
飯
富
病
院
諸
収
入
条
例

の
一
部
改
正

◇
飯
富
病
院
組
合
条
例
の

左
書
き
等
の
整
備
に
伴

う
特
別
措
置
に
関
す
る

条
例
制
定

◇
飯
富
病
院
監
査
委
員
の

選
任

■
12
月
20
日

◇
平
成
23
年
度
病
院
事
業

会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

■
11
月
21
日

◇
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

■
10
月
13
日

◇
平
成
22
年
度
一
般
会
計

決
算
認
定

◇
平
成
23
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

飯
富
病
院
組
合

定
　
例
　
会

補
正
額
１
２
８
１
万
円

人
事
案
件

・
監
査
委
員
の
選
任

■
11
月
28
日

◇
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

◇
平
成
23
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）

補
正
額

２
５
２
万
円

■
10
月
26
日

◇
専
決
処
分
案
件
　
１
件

◇
平
成
23
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）

補
正
額
４
６
８
３
万
円

◇
平
成
23
年
度
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算

（
１
号
）

補
正
額

１
０
２
万
円

◇
平
成
22
年
度
一
般
会
計

決
算
の
認
定

◇
平
成
22
年
度
介
護
保
険

特
別
会
計
決
算
の
認
定

◇
平
成
22
年
度
ふ
る
さ
と

市
町
村
圏
特
別
会
計
決

算
の
認
定

■
11
月
28
日

◇
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

◇
平
成
23
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
３
号
）

補
正
額

１
３
４
万
円

◇
平
成
23
年
度
介
護
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第

２
号
）

補
正
額

８
万
円

◇
売
買
契
約
締
結
　
１
件

臨
　
時
　
会

【
議
会
だ
よ
り
　
み
の
ぶ

27
号
】
が
「
審
査
委
員
特

別
賞
」
受
賞 表

　
彰

表
　
彰
 

表
　
彰
 

峡
南
広
域
行
政
組
合

定
　
例
　
会

臨
　
時
　
会

峡
南
衛
生
組
合

定
　
例
　
会

臨
　
時
　
会



・
・
・
」

の
思
い
を
し
ま
し
た
。

木
が
空
に
向
か
っ
て
立

ち
あ
が
っ
て
育
っ
て
い
く

の
を
、
そ
ば
で
見
て
い
る

か
ら
「
親
」
と
書
く
の
だ

そ
う
で
す
。
ま
た
、
子
の

世
話
を
す
る
こ
と
を
、「
タ

ツ
キ
を
見
る
」
と
も
い
う

の
だ
そ
う
で
す
。
そ
ば
に

い
れ
ば
こ
そ
、
温
か
く
寄

り
添
う
こ
と
が
で
き
、
と

き
に
は
小
言
も
出
る
と
い

う
も
の
で
す
。「
親
の
小
言

と
な
す
び
の
花
は
・
・
・
」

と
あ
わ
せ
て
、
感
慨
深
い

も
の
が
あ
り
ま
す
。

新
学
習
指
導
要
領
の
狙

い
の
一
つ
に
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
育
成

が
あ
り
ま
す
。
た
く
さ
ん

の
情
報
が
あ
ふ
れ
る
昨
今
、

大
事
な
情
報
の
取
拾
選
択

力
と
と
も
に
、
相
手
の
話

の
内
容
を
き
ち
ん
と
受
け

止
め
、
自
ら
の
考
え
や
思

い
を
的
確
に
伝
え
る
こ
と

が
大
切
に
な
り
ま
す
。

私
た
ち
教
職
員
も
、
保

護
者
の
皆
さ
ん
の
「
親
」

と
し
て
の
代
わ
り
に
は
な

れ
な
い
に
し
て
も
、
ひ
と

り
ひ
と
り
に
寄
り
添
い
な

が
ら
、
子
ど
も
た
ち
の
成

長
に
ど
れ
だ
け
関
わ
る
こ

と
が
で
き
る
か
が
大
事
で

あ
る
と
考
え
な
が
ら
、
毎

日
の
教
育
指
導
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

（
校
長
　
古
屋
興
一
）

富
士
川
西
岸
に
あ
る
西

嶋
地
区
は
古
く
か
ら
和
紙

の
産
地
と
し
て
知
ら
れ
、

さ
ら
に
、
富
士
見
山
に
伸

び
る
山
裾
に
あ
る
大
須
成

地
区
の
一
部
と
併
せ
た
地

域
が
西
嶋
小
学
校
の
校
区

で
す
。

全
校
児
童
49
名
と
い
う

小
さ
な
学
校
で
す

が
、
毎
朝
、
学
校
に

駆
け
込
ん
で
来
る
な

り
「
お
は
よ
う
ご
ざ

い
ま
ー
す
」
と
元
気

に
あ
い
さ
つ
す
る
子

ど
も
た
ち
の
声
が
響

く
、
活
気
の
あ
る
学

校
で
す
。

本
校
の
児
童
は
、

温
か
い
風
土
と
地
域

の
中
で
、
と
て
も
大

事
に
育
て
ら
れ
て
い

る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
例
大
祭
の
祭
り

に
は
、
子
ど
も
た
ち
に
、

き
ち
ん
と
し
た
役
割
が
あ

り
、
子
ど
も
た
ち
な
り
の

責
任
感
を
持
っ
て
参
加
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
児
童

会
行
事
の
「
夏
祭
り
」
に

は
、
保
護
者
の
皆
さ
ん
を

は
じ
め
、
お
じ
い
さ
ん
お

ば
あ
さ
ん
な
ど
多
く
の
方

に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、

子
ど
も
た
ち
の
作
っ
た
玩

具
や
、
か
き
氷
な
ど
の
屋

台
を
巡
っ
て
い
た
だ
き
な

が
ら
楽
し
み
ま
す
。
さ
ら

に
校
区
探
検
や
地
域
オ
リ

エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
、
生
活

科
の
学
習
な
ど
、
様
々
な

と
こ
ろ
で
地
域
の
方
々
や

保
護
者
の
皆
さ
ん
と
の
温

か
い
ふ
れ
あ
い
が
あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
子
ど
も
の

頃
の
ナ
ゾ
ナ
ゾ
に
「
木
の

上
に
立
っ
て
見
て
い
る
人

だ
ー
れ
？
」
と
い
う
の
が

あ
り
ま
し
た
。
長
い
間
、

疑
問
に
も
思
い
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
近
ご
ろ
聞
い
た

話
で
、
「
目
か
ら
ウ
ロ
コ

こ
の
冬
最
強
の
寒
波
が

列
島
を
包
み
、
東
北
の
被

災
地
で
の
生
活
は
い
か
ば

か
り
か
と
心
が
痛
み
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
平
成
24
年
度

政
府
予
算
案
は
一
般
会
計

の
総
額
90
・
３
兆
円
の
う

ち
、
借
金
が
占
め
る
割
合

が
49
％
、
累
積
借
金
は
１

０
０
０
兆
円
と
な
り
ま
す
。

一
方
、
身
延
町
は
23
年

度
予
算
で
み
る
と
、
収
入

総
額
87
・
２
億
円
の
う
ち

町
債
（
借
金
）
は
12
・
４

億
円
（
14
・
３
％
）
で
す
。

ま
た
、
町
の
地
方
債
残

高
は
１
７
９
・
６
億
円
あ

り
、
こ
れ
は
町
民
１
人
あ

た
り
１
１
９
万
７
千
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
将
来
を
担
う

子
ど
も
た
ち
に
ツ
ケ
を
廻

さ
な
い
よ
う
努
力
し
て
い

か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

（
編
集
委
員
　
望
月
　
明
）
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